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小
林

聡
美

（
４
０
）

会
社
員

原
田

恵
理

（
４
１
）

聡
美
の
同
僚

小
林

勝

（
４
３
）

聡
美
の
夫

小
林

太
一

（
１
３
）

聡
美
の
息
子
・
中
学
生

ノ
ア

（
２
８
）

新
興
宗
教
リ
ー
ダ
ー
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１
．

ス
ー
パ
ー
・
店
内
（
夜
）

大
型
ス
ー
パ
ー
の
店
内
。
客
は
ま
ば
ら
。

お
弁
当
コ
ー
ナ
ー
。
小
林
聡
美
（
４
０
）
が
弁
当
を
手
に
と

り
、
見
つ
め
て
い
る
。

弁
当
に
は
、
３
０
％
オ
フ
の
上
に
５
０
％
オ
フ
の
値
下
げ
シ

ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

聡
美
、
弁
当
を
戻
し
、
ス
マ
ホ
を
確
認
す
る
。

（
ス
マ
ホ
画
面
）
聡
美
が
送
信
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
「
今
日

遅
く
な
る
か
ら
お
弁
当
で
も
い
い
？
」

未
読
の
状
態
。

ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
手
元
。
「
通
話
」
ボ
タ
ン
を
押
そ
う
と

す
る
が
、
数
秒
指
を
止
め
、
押
す
の
を
や
め
る
。

聡
美
、
自
分
を
落
ち
着
か
せ
る
よ
う
に
、
大
き
く
呼
吸
す
る
。

あ
き
ら
め
た
様
子
で
、
ス
マ
ホ
を
し
ま
う
。

食
材
コ
ー
ナ
ー
へ
進
み
、
勢
い
よ
く
か
ご
に
入
れ
る
。

２
．

小
林
家
・
玄
関
（
夜
）

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
。
真
っ
暗
な
玄
関
。

聡
美
、
電
気
を
つ
け
る
。
散
ら
か
っ
た
靴
。

聡
美

「
た
だ
い
ま
ー
。
遅
く
な
っ
て
、
ご
め
ん
ね
。
す
ぐ
作
る
か
ら
」

返
事
は
な
い
。

聡
美
、
廊
下
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
た
服
を
拾
い
な
が
ら
進
む
。

３
．

小
林
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）

真
っ
暗
な
リ
ビ
ン
グ
。

聡
美
、
リ
ビ
ン
グ
の
ド
ア
を
開
け
、
驚
い
た
様
子
で
、

聡
美

「
え
っ
、
い
な
い
の
？
」

そ
の
瞬
間
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
音
と
共
に
電
気
が
つ
く
。

ク
ラ
ッ
カ
ー
を
持
っ
た
小
林
勝
（
４
３
）
、
小
林
太
一
（
１

３
）
が
満
面
の
笑
み
で
、

二
人
の
声
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
」

聡
美
、
ハ
ッ
と
し
て
、

聡
美

「
あ
っ
、
そ
う
だ
っ
た
」

勝

「
ほ
ら
な
。
言
っ
た
だ
ろ
？
」

太
一

「
本
当
だ
。
な
ん
で
、
忘
れ
ん
だ
よ
ー
」
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勝
と
太
一
、
お
か
し
そ
う
に
笑
う
。

勝

「
ほ
ら
、
こ
っ
ち
」

と
、
手
を
引
く
。
持
っ
て
い
た
物
（
カ
バ
ン
・
服
・
ス
ー
パ

ー
の
袋
）
を
奪
い
、
雑
に
放
る
。
袋
か
ら
は
鈍
い
音
。

聡
美
、
そ
れ
ら
を
横
目
で
見
る
が
、
何
も
言
わ
ず
笑
み
を
作

る
。

勝

「
は
い
、
４
０
歳
記
念
」

と
、
ろ
う
そ
く
の
つ
い
た
ケ
ー
キ
を
差
し
出
す
。

聡
美

「
記
念
…
…
な
の
か
な
」

と
、
苦
笑
い
で
、
ろ
う
そ
く
を
吹
き
消
す
。

勝
・
太
一
「
お
め
で
と
う
」

太
一
、
得
意
げ
に
、

太
一

「
今
日
は
、
俺
た
ち
の
力
作
」

テ
ー
ブ
ル
に
は
不
格
好
な
料
理
が
並
ん
で
い
る
。

聡
美

「
あ
り
が
と
う
。
す
ご
い
ね
」

と
、
力
な
く
笑
う
。

太
一

「
見
た
目
は
良
く
な
い
け
ど
、
美
味
し
い
か
ら
」

勝

「
太
一
、
意
外
と
セ
ン
ス
あ
っ
た
よ
な
」

聡
美

「
そ
う
な
ん
だ
。
い
た
だ
き
ま
す
」

勝
、
太
一
、
ひ
と
口
食
べ
る
聡
美
を
見
つ
め
る
。

聡
美

「
う
ん
、
美
味
し
い
」

と
、
笑
顔
を
向
け
る
。

太
一

「
や
っ
た
、
そ
れ
俺
が
作
っ
た
や
つ
」

勝

「
俺
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
し
ょ
」

太
一

「
い
や
い
や
、
全
然
ひ
と
り
で
い
け
た
し
」

楽
し
そ
う
に
笑
う
二
人
。

聡
美
、
二
人
を
見
つ
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
箸
を
置
く
。

床
に
置
か
れ
た
ま
ま
の
ス
ー
パ
ー
の
袋
。

×

×

×

聡
美
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
お
皿
を
ま
と
め
、
台
所
へ
運
ぶ
。

ひ
ど
く
散
ら
か
っ
た
台
所
が
目
に
入
る
。

数
秒
固
ま
る
聡
美
。

目
を
閉
じ
、
大
き
く
呼
吸
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
シ
ン
ク
に
お
皿
を
置
き
、
台
所
か
ら
リ
ビ
ン
グ
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の
様
子
を
見
る
。

散
ら
か
っ
た
部
屋
。
太
一
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
、
勝
は
ソ

フ
ァ
ー
に
横
に
な
り
、
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
。

聡
美
、
ス
ポ
ン
ジ
を
水
に
濡
ら
し
、
握
り
つ
ぶ
す
。

４
．

会
社
・
室
内
（
昼
）お

昼
休
み
の
時
間
。
ラ
ン
チ
に
向
か
う
人
々
。

聡
美
、
動
く
気
力
が
な
い
様
子
で
、
自
分
の
席
に
座
っ
た
ま

ま
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
。

原
田
恵
理
（
４
１
）
が
近
付
き
、
明
る
く
声
を
か
け
る
。

恵
理

「
ラ
ン
チ
行
く
？
」

聡
美
、
頷
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。

５
．

会
社
・
食
堂
（
昼
）ほ

ぼ
満
席
の
食
堂
。
が
や
が
や
と
し
て
い
る
。

恵
理

「
そ
れ
で
？

聡
美
が
片
付
け
た
の
？
」

聡
美
、
頷
く
。

恵
理

「
優
し
過
ぎ
で
し
ょ
」

聡
美

「
そ
う
…
…
だ
よ
ね
」

恵
理

「
片
付
け
ま
で
が
料
理
で
し
ょ
」

聡
美

「
ん
ー
。
そ
れ
を
言
う
の
す
ら
面
倒
で
…
…
」

恵
理

「
そ
っ
か
。
自
分
で
や
っ
た
方
が
早
い
し
ね
」

聡
美

「
そ
れ
に
嫌
々
や
ら
れ
て
も
…
…
」

恵
理

「
分
か
る
。
雑
だ
か
ら
、
結
局
や
り
直
し
だ
し
」

聡
美
、
頷
い
て
、

聡
美

「
本
当
そ
う
」

と
、
笑
顔
に
な
る
。
が
、
す
ぐ
に
無
表
情
に
な
っ
て
、

聡
美

「
…
…
毎
日
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
く
」

恵
理
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
る
。

聡
美
、
手
元
の
紙
ナ
プ
キ
ン
を
何
度
も
折
り
た
た
む
。

ハ
ッ
と
し
て
、

聡
美

「
ご
め
ん
。
暗
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」

と
、
力
な
く
笑
う
。

聡
美

「
恵
理
は
い
つ
も
元
気
で
羨
ま
し
い
」
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恵
理

「
（
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
）
ね
、
今
日
、
仕
事
の
あ
と
空
い
て
る
？
」

聡
美
、
驚
い
て
、

聡
美

「
急
に
ど
う
し
た
の
？
」

恵
理

「
私
の
元
気
の
源
」

と
、
得
意
げ
に
ラ
イ
ブ
映
像
を
見
せ
る
。
客
席
の
熱
狂
。

聡
美

「
い
い
な
。
楽
し
そ
う
」

恵
理

「
救
わ
れ
る
よ
。
現
実
な
ん
て
ど
う
で
も
良
く
な
る
」

聡
美

「
そ
う
な
れ
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
ね
」

と
、
手
元
に
視
線
を
落
と
す
。

恵
理

「
聡
美
？
」

聡
美
、
す
ぐ
に
取
り
繕
っ
て
、

聡
美

「
あ
、
ご
め
ん
。
今
日
は
…
…
無
理
か
な
」

恵
理

「
夕
食
？

一
日
ぐ
ら
い
サ
ボ
っ
ち
ゃ
え
ば
？
」

聡
美

「
行
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
帰
り
た
く
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
」

と
、
困
っ
た
よ
う
な
表
情
で
笑
う
。

恵
理

「
ま
あ
、
気
が
向
い
た
ら
来
て
。
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

と
、
聡
美
に
少
し
強
引
に
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
す
。

聡
美

「
行
け
な
い
よ
」

恵
理

「
気
に
し
な
い
で
。
そ
の
時
は
ま
た
誘
う
か
ら
」

聡
美
、
チ
ケ
ッ
ト
を
見
つ
め
る
。
周
囲
の
喧
騒
が
遠
の
く
。

６
．

会
社
・
出
入
口
（
夕
）

小
雨
が
降
っ
て
い
る
。

傘
を
広
げ
る
人
、
駅
へ
走
り
出
す
人
が
い
る
中
、
聡
美
だ
け

が
、
立
ち
止
ま
り
空
を
見
上
げ
て
い
る
。

鞄
か
ら
傘
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、
光
る
ス
マ
ホ
に
気
付
く
。

（
ス
マ
ホ
画
面
）
勝
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
「
太
一
、
今
日

は
友
達
の
家
に
泊
ま
る
っ
て
。
俺
も
遅
く
な
る
」

一
瞬
、
息
を
呑
む
聡
美
。

す
ぐ
に
恵
理
に
電
話
を
か
け
る
。

高
揚
し
た
声
で
、

聡
美

「
今
ど
こ
？

今
日
、
行
け
る
」



5

７
．

ホ
ー
ル
・
室
内
（
夜
）

座
席
に
は
紫
の
布
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
所
々
白
い
布
が
混

ざ
っ
て
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
中
央
に
は
白
い
幕
、
天
井
か
ら
は

金
の
布
が
垂
れ
て
い
る
。

薄
暗
い
照
明
の
中
、
観
客
た
ち
が
ぞ
く
ぞ
く
と
席
に
つ
く
。

恵
理
、
慣
れ
た
足
取
り
で
進
む
。
そ
の
後
ろ
を
恐
る
恐
る
つ

い
て
い
く
聡
美
。

恵
理
、
前
か
ら
二
列
目
、
中
央
寄
り
の
席
に
腰
を
お
ろ
す
。

聡
美
、
座
席
に
白
い
布
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

聡
美

「
え
っ
、
私
、
こ
こ
？
」

恵
理

「
聡
美
は
ゲ
ス
ト
だ
か
ら
」

聡
美

「
ゲ
ス
ト
？
」

恵
理

「
初
め
て
の
人
は
、
み
ん
な
白
な
ん
だ
よ
ね
」

聡
美
、
思
わ
ず
会
場
を
見
渡
す
。

白
い
席
に
座
っ
て
い
る
人
と
目
が
合
い
、
会
釈
を
交
わ
す
。

恵
理
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
と
光
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
渡
し
て
、

恵
理

「
は
い
、
楽
し
ん
で
」

聡
美

「
え
っ
、
私
の
？

あ
り
が
と
う
」

と
、
聡
美
が
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
付
け
る
。
そ
の
瞬
間
、
会
場

が
暗
く
な
り
、
歓
声
と
ペ
ン
ラ
イ
ト
の
光
の
波
が
広
が
る
。

手
拍
子
が
始
ま
り
、
白
い
幕
が
紫
の
光
で
染
ま
る
。

爆
音
と
共
に
幕
が
上
が
り
、
ノ
ア
（
２
８
）
が
姿
を
現
す
。

紫
の
光
で
照
ら
さ
れ
る
ノ
ア
。
歓
声
が
一
段
と
大
き
く
な
る
。

聡
美
、
目
を
見
開
き
、
ノ
ア
を
見
つ
め
る
。

ノ
ア
、
聡
美
と
目
を
合
わ
せ
、
微
笑
み
な
が
ら
頷
く
。

聡
美
、
促
さ
れ
た
よ
う
に
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
り
始
め
る
。

手
を
振
る
リ
ズ
ム
に
少
し
ず
つ
体
が
乗
っ
て
い
く
。

周
囲
の
観
客
と
一
体
に
な
る
。

自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。

８
．

小
林
家
・
玄
関
前
（
夜
）

聡
美
、
ス
マ
ホ
を
確
認
。

（
ス
マ
ホ
画
面
）
フ
ァ
ン
用
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
知
が
次
々
届

く
。
「
ご
購
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
ポ
イ
ン
ト
獲



6

得
。
ラ
ン
ク
が
上
が
り
ま
し
た
」
「
ノ
ア
か
ら
祝
福
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
」

聡
美
、
画
面
を
見
つ
め
、
に
や
け
る
。

無
意
識
に
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
触
れ
る
。

酔
っ
払
い
が
歌
う
『H

appy
birthday

to
you

』
が
聞
こ
え

て
く
る
。

聡
美
、
勢
い
よ
く
ド
ア
を
開
け
る
。

９
．

小
林
家
・
玄
関
（
夜
）

散
ら
か
っ
た
玄
関
。

靴
下
が
脱
ぎ
捨
て
て
あ
る
。

聡
美
、
そ
れ
を
思
い
き
り
蹴
と
ば
す
。

笑
顔
の
聡
美
。

（
お
わ
り
）


